
火
山
噴
火
で
生
ま
れ
た
火
口
湖

　　　
藺
牟
田
池
は
、
直
径
約
１
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、周
囲
約
３
・
３
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
あ
り
、
約
50
万
年
か
ら
約
35
万

年
前
に
活
動
し
た「
藺
牟
田
火
山
」の

火
口
湖
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

貴
重
な
自
然
環
境
と
生
態
系

　
池
の
西
方
と
北
方
岸
の
一
帯
に

は
、
ヨ
シ
、
ア
ン
ペ
ラ
イ
な
ど
の
挺て

い

水す
い

植
物
が
群
生
し
、
こ
れ
ら
の
植
物

が
枯
れ
る
と
湖
底
に
堆
積
し
、
長
い

年
月
で
泥で

い
た
ん炭
層
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
泥
炭
層
の
一
部
が
湖
底
か
ら

離
れ
、
水
面
に
浮
き
ま
す
。
こ
れ
が

「
浮う

き

島し
ま

」と
呼
ば
れ
、
そ
の
数
は
約

３
０
０
に
達
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　　
浮
島
は
寒
冷
地
方
で
は
よ
く
見
ら

れ
ま
す
が
、
温
暖
な
地
域
で
は
と
て

も
珍
し
く
、
大
正
10
年（
１
９
２
１

年
）に「
藺
牟
田
池
の
泥
炭
形
成
植
物

群
落
」と
し
て
、
国
の
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
湿
地
帯
に
は
平
成
６
年

（
１
９
９
４
年
）、
国
内
希
少
野
生
動

植
物
に
指
定
さ
れ
た
ベ
ッ
コ
ウ
ト
ン

ボ
が
生
息
し
て
い
ま
す
。

　
ベ
ッ
コ
ウ
ト
ン
ボ
の
羽
化
は
、
３

月
下
旬
頃
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
平
成
17
年（
２
０
０
５
年
）に
は
、

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
に
な
り

ま
し
た
。

先
人
の
偉
業
～
執
念
の
掘
削

　
江
戸
時
代
、
薩
摩
藩
で
は
水
田
稲

作
の
た
め
の
水
の
確
保
が
最
重
要
課

題
で
、
人
工
的
な
溜
池
を
築
く
な
ど

の
土
木
工
事
が
各
地
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
藺
牟
田
池
の
豊
富
な
水
を
活
用

す
る
た
め
、
寛か

ん
ぽ
う保
元
年（
１
７
４
１

年
）、
藺
牟
田
郷
領
主
は
、
水
田
に

水
を
引
く
工
事
を
命
じ
ま
し
た
。

　
全
長
３
８
０
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
水

路
の
う
ち
１
４
０
メ
ー
ト
ル
が
ト

ン
ネ
ル
。
こ
の
時
代
、
重
機
が
あ

る
わ
け
で
は
な
く
、
す
べ
て
人
力
。

15
年
の
歳
月
を
か
け
、
宝
暦
４
年

（
１
７
５
４
年
）、
水
路
は
完
成
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
約
30
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
水
田
開
墾
も
行
わ
れ
、
今
も
水
路

と
と
も
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
池
の
北
東
部
に
水
門
が
あ
り
、
傍

ら
に
は
水
門
開
通
後
、
寛か

ん
せ
い政

12
年

（
１
８
０
０
年
）、
水
門
改
修
工
事
の

際
の
水
神
供
養
碑
が
残
り
、
当
時
の

関
係
者
の
名
前
が
碑
に
彫
ら
れ
て
い

ま
す
。

今
も
語
り
継
が
れ
る
竜
石
伝
説

　
そ
の
昔
、
藺
牟
田
池
に
は
竜
の
夫

婦
が
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
別
の
女

竜
の
も
と
へ
行
っ
た
夫
を
連
れ
戻
そ

う
と
山
を
登
っ
た
女
竜
は
里
人
に
姿

を
見
ら
れ
た
た
め
、
自
ら
岩
に
姿
を

変
え
ま
し
た
。

　
妻
が
気
が
か
り
に
な
っ
た
男
竜
は

岩
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
女
竜
に
反
省

し
謝
り
続
け
た
伝
説
が
残
っ
て
い
ま

す
。

　
薩
摩
川
内
に
は
長
い
歴
史
の
中
で
起
き
た
物
語
、
育
ま
れ
た
文
化

が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、数
あ
る
薩
摩
川
内
の
歴
史・文
化
の
中
か
ら
、

と
っ
て
お
き
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
文
責
・
問
合
せ
＝
社
会
教
育
課

文
化
財
Ｇ（
中
央
公
民
館
内
）

（
22
）７
２
５
１

藺
牟
田
池
と
共
に
生
き
る

　湖
面
を
漂
う
レ
ア
島
、
貴
重
な
生
態
系
と
現
代
に

継
承
さ
れ
る
執
念
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
そ
し
て
、
岩

が
語
る
夫
婦
愛
伝
説
を
紹
介
し
ま
す
。

第拾肆回

▲上空からの藺牟田池および外輪山

▲湖面を漂う「浮島」

▲女竜が岩と化した「竜石」

▲ベッコウトンボ

歴
史
文
化
遺
産
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３
月
17
日（
金
）に
川

内
高
等
学
校
で
、「
み

ら
い
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
政

策
提
言
発
表
会
」が
行

わ
れ
、
代
表
８
グ
ル
ー

プ
が
、
政
策
提
言
を
行

い
ま
し
た
。

※
薩
摩
川
内
市
み
ら
い

　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
は
…

私
た
ち
が
考
え
る

私
た
ち
が
考
え
る

ま
ち
ま
ち
の
未
来

の
未
来

薩
摩
川
内
市

み
ら
い
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が

政
策
提
言
を
発
表

　
市
は
、
持
続
可
能
で
魅

力
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
に
当
た
り
、
中
高
生
の

視
点
か
ら
必
要
な
提
案
を

求
め
る
た
め
、
本
市
の
中

学
校
や
高
校
に
在
籍
す
る

方
で
、
希
望
す
る
方
に
薩

摩
川
内
市
み
ら
い
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
し
て
委
嘱
を
し

て
い
ま
す
。

　
川
内
高
等
学
校
で
は
、

１
年
生
全
員
を
委
嘱
し
ま

し
た
。

田
中
市
長
講
評

　
若
々
し
い
提
言
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
視

点
か
ら
分
析
を
行
い
、
地
域

の
現
状
の
把
握
・
分
析
に
基

づ
い
て
政
策
を
考
え
て
い
る

こ
と
が
素
晴
ら
し
い
で
す
。

本
日
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

通
じ
て
、
母
校
や
、
薩
摩
川

内
市
に
対
す
る
ふ
る
さ
と
、

郷
土
愛
も
深
ま
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

政
策
提
言
発
表
を

終
え
て

　
高
校
生
の
視
点
か
ら
、
市

が
よ
り
魅
力
的
に
な
る
政
策

提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
市
は
持
続
可

能
で
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

問
合
先
／
本
庁
企
画
政
策
課

政
策 

Ｇ（
内
線
４
８
３
３
）
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※生徒の氏名については、敬称略しています。

住み続けたいまち薩摩川内 女性も活躍する薩摩川内

発表者 中村花、大漉結希乃、桐野美里、
黑木悠那、川野葵央、氏鄕史菜、
髙良笑音、田口りく、濵田鈴葉

提案・提言
川内川を使った駅伝。完走した人にコーンの部分がき
びなごの形をしたソフトクリームをプレゼント。

運べ駅伝×きびなごソフトクリーム

提案・提言 提案・提言

発表者 発表者宇田健吾、小﨑爽史、井上智捺、
今吉ちよ、菊川颯花

濵元泰斗、大見謝恒乃助、
桑波田来未、堂元莉心

問題・課題 問題・課題人口流出 女性が継続して働ける環境整備　など

問題・課題 若い世代が興味を示し、参加したいと思う
事業の企画立案

就職に悩んでいる人へ
の相談所を設置。地域
での暮らしを体験する
移住体験など。

中学生以上を対象とした
標語コンテスト。
新聞や店頭に掲示・ポス
ターやのぼり旗の設置。

男女共同参画社会へ向けて
～ワークライフバランスを進めよう!～

子育て支援のインフォメーション

未来世代の環境への責任

商店街が活気のある街に

川内マルシェ発表者

発表者

発表者

発表者

発表者

森亜弓、大平啓人、
木野裕基、谷原葵香、
藤田みお

松永悠里、古屋徹成、有馬こまち、
大山拓斗

宮後有来々、力武せな、迫田菜々咲、
新地愛弥、田島のあ

岩切瑛信、植之原快飛、
土川侑隼、長倉里音、馬立洵

村田日葵、德永一翔、
木原颯仁、川越凉

優秀賞 優良賞

最優秀賞



「　　　　　」に
投稿ください。

投稿方法
①タイトル（11文字程度）　 ②本文（140文字程度）

 ③投稿者名　 ④連絡先　 ⑤写真１枚～３枚
を添えて、秘書広報課までメールで投稿ください。
メールアドレス／koho@city.satsumasendai.lg.jp

※内容やスペースの都合により掲載できない場合も
　ありますので、あらかじめご了承ください。

　まちの話題は、市民の皆さんからいただいた
情報により、身近な話題を掲載しています。
　皆さんからのたくさんの投稿お待ちしています。
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　４月６日（木）、災害発生時に障害を持つ方が安心
して避難できるよう、市社会福祉協議会と「災害時に
おける福祉避難所に関する協定」を締結しました。
　同協議会の施設である総合福祉会館では非常用電
源の設置を予定しており、今後医療的ケアを必要と
する障害を持つ方のための避難場所として期待され
ます。

　3 月 20 日（月）、本庁で、日本ボーイスカウト鹿
児島県連盟より本市と野下地区コミュニティ協議会

（樋脇町市比野）に感謝状が伝達されました。
　（公財）ボーイスカウト日本連盟創立 100 周年にあ
たり、社会教育
活動への理解と
支援に対して贈
ら れ た も の で
す。

（公財）ボーイスカウト日本連盟から感謝
状を受賞

　３月 28 日（火）、本庁で、令和４年度｢文部科学大
臣優秀教職員表彰｣の伝達式を行いました。
　里中学校池

いけ

田
だ

貴
たかひろ

大教諭が国語科指導において優れ
た実践・研究であると評価され、学習指導分野で表
彰されたものです。

 令和４年度文部科学大臣優秀教職員表彰

新田八幡桜まつり

花咲く祭り大和の心フェスタin薩摩川内

　４月１日（土）、新田神社参道で、新田八幡桜まつ
りが開催されました。
　参加者は、参道に舞う桜の花びらを眺めながら、
川内北中学校吹奏楽部の演奏や日舞、太鼓などを楽
しみました。

　４月１日（土）、SS プラザせんだいで｢花咲く祭り
大和の心フェスタ in 薩摩川内｣が開催されました。
　新田神社巫女による「浦

うらやす

安の舞」の演舞や、吉
よし

福
ふく

社
しゃ

中
ちゅう

神楽演舞、薩摩川内おどり太鼓の演奏など、普段
見ることができないさまざまな演目が披露され、多
くの方でにぎわいました。

薩摩川内市入来麓交流館がオープン！

福祉避難所協定

　４月１日（土）、入来町浦之名に｢薩摩川内市入来麓
交流館｣がオープンし、入来小学校の児童が、ジュニ
ア歴史ガイドとして入来麓地区などの説明を行いま
した。
　入来麓地区や周辺の歴史文化・観光情報の発信、
地域住民と来訪者との交流のため、入来麓の観光案
内や甲

かっ

冑
ちゅう

着付け体験、お土産販売が行われます。

　３月 24 日（金）、本庁で（公社）鹿児島県トラック
協会から交通標識入りの文具約 900 セットが贈呈さ
れました。
　子どもたちの交通安全への意識を高めることを目
的に、本年度
市内の小学校・
義務教育学校
に入学した新
１年生に交通
安全教材とし
て配付しまし
た。

子どもたちの交通安全を願って

鹿島港に最終寄港となったフェリーを見送りました
　３月 31 日（金）、フェリーニューこしきの島内寄
港地集約により、鹿島港がフェリーの最終寄港を迎
えました。

　当日は、鹿島地区コミュニティ協議会の皆さんに
よるイベントが開催され、鹿島太鼓や三味線の演奏な
どフェリーを見送りに集まった方でにぎわいました。

　３月 25 日（土）から１泊２日の日程で、少年自然の
家で ｢キッズキャンプ｣を開催しました。
　小学３年生と４年生の 30 人が自転車モトクロスの
走行やカレー作り、キャンプファイヤーなどの活動を通
して、仲間との楽しい春休みの思い出をつくりました。

目指せ！未来のぼっけもん！
キッズキャンプ

　3 月 30 日（木）、本市とさつま町の女性農業経営
士で結成されている｢さつまファームレディ倶楽部｣
の本市会員６人が市長を訪問し、令和４年度農山漁
村女性活躍表彰における｢農山漁村男女共同参画推進
協議会会長賞｣受賞を報告しました。
　今回の受賞は、農業者組織などと連携しながら地
元の子どもたちとの
交流を通じた地域農
業の魅力アピールな
どの取り組みが評価
されたものです。

農山漁村男女共同参画推進協議会
会長賞受賞



　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
第
１
部
で
田
中
市

長
に
よ
る「
市
に
よ
る
取
り
組
み
状
況
と
今

後
」を
含
む
４
つ
の
報
告（
九
州
電
力�

春
木

部
長
、
鹿
児
島
大
学�

藤
枝
特
任
教
授
、
九

州
大
学�

大
西
教
授
）と
早
稲
田
大
学�

所
教

授
に
よ
る
基
調
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
登
壇
者
か
ら
は
、『
①
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
で
目
標
を
達
成
し
よ
う
』『
②
共
感
と
想
像

力
で
自
分
事
と
し
て
取
り
組
み
を
続
け
て
い

こ
う
』『
③「
知
っ
て
」「
考
え
て
」「
行
動
し
て
」

「
伝
え
よ
う
」』と
い
っ
た
視
点
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
達
成
に
向
け
て
重
要
で
あ
る
こ
と
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

　
第
２
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け
た
市
民
の
関

わ
り
方
や
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
都
市
の
可
能
性
に

つ
い
て
、
質
疑
応
答
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
会

場
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
今
後
も
、「
薩
摩
川
内
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
チ
ャ
レ

ン
ジ
」を
合
言
葉
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

登壇者の紹介（写真左より）

九 州 電 力　春
はるき

木優
まさる

 部長
鹿児島大学　藤

ふじえだ

枝 繁
しげる

 特任教授
薩摩川内市　田

た な か

中良
りょうじ

二  市長

早稲田大学　所
ところ

千
ち は る

晴  教授
九 州 大 学　大

おおにし

西晋
し ん じ

嗣  教授

　応募作品を展示してご来場の皆さ
んに観ていただきました。最優秀賞
（下段）は、市が作成するポスターデ
ザインとして使用し、今後実施する
市の事業などで活用していきます。

　チームわが家 .comの林
はやしだ

田香
か お り

織さ
ん、手作りおもちゃ作家の佐

さとう

藤蕗
ふき

さ
んをお招きし、砂時計作りや＃うち
ちょけ（おふざけ）探しなどのワーク
ショップを開催しました。

　令和４年度に実施した市民勉強会
や職員研修会の様子、市内事業者の
SDGsの取り組みを紹介する動画を
展示・放映し、参加者にご覧いただ
きました。

小中学生フードロス（食品ロス）
削減啓発ポスター応募作品展示

チームわが家ワークショップ
クリエーターと一緒に家族の
“ふざけ力”を育む

市民の皆さんの取り組みなど
のパネル展示＆動画放映

合
言
葉
は

合
言
葉
は

「
薩
摩
川
内
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

「
薩
摩
川
内
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

シンポジウムと同時開催で、SDGsの取り組みに関連する展示やワークショップなどを実施しました！

シンポジウムの様子は、
薩摩川内 SDGs チャレンジの
YouTube アカウント
にて公開中です。
ぜひご覧ください！

３月12日（日）
薩摩川内市国際交流センター

　本市は、令和４年５月に｢SDGs未来都市｣に選定され、サーキュラー（循環型）
都市を目指しています。
　持続可能な社会の実現を目指し、薩摩川内市の未来をつくるさまざまな取
り組みを市民の皆さんと一緒に考えていくため、３月12日（日）にシンポジウ
ムを開催し、あらゆる立場から、本市の SDGs 達成に向け、市民の皆さんと
一緒に行う取り組みについて考えました。

チャレンジシンポジウムSDGs
薩摩川内市

問合先／企画政策課　SDGs・開発Ｇ（内線4822）
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講
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・
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講
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格
　

…
問
合

先
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込
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・
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・
届
出

先
　

…
電
話
番
号
　

…
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…
フ
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…
メ
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ス
　

…
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
　

…
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
　

…
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

図
書
館
で
ミ
ニ
ビ
ブ
リ
オ
　

バ
ト
ル【
要
申
込
】

６
月
11
日（
日
）10
時
～
11
時

中
央
図
書
館

小
学
生
以
上

※
４
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

先
着
５
人

５
月
12
日（
金
）～

直
接
、
電
話

※
参
加
無
料

※ 

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
と
は
、
本
を
紹

介
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ゲ
ー
ム
で
す
。

中
央
図
書
館

（
22
）３
５
４
２

夏な
つ

井い

い
つ
き
句
会
ラ
イ
ブ

６
月
18
日（
日
）14
時
30
分
～
16
時

30
分

※
開
場
は
13
時
30
分
～

Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い 

俳
人
・
俳
句
集
団「
い
つ
き
組
」組

長
　
夏
井
い
つ
き

夏
井
先
生
の
軽
快
な
ト
ー
ク
を
楽

し
み
な
が
ら
、
初
心
者
で
も
簡
単
に

俳
句
を
作
る
コ
ツ
を
学
び
ま
す
。

３
５
０
０
円（
全
席
指
定
）

※ 

残
席
が
あ
る
場
合
、
４
０
０
０
円

で
当
日
券
を
販
売

※
未
就
学
児
の
入
場
不
可

６
カ
月
～
未
就
学
児（
無
料
）

※ 

託
児
は
５
月
８
日（
月
）～
６
月
９

日（
金
）17
時
ま
で
に

へ
申
し
込

み
が
必
要

６
月
15
日（
木
）ま
で
、
入
来
文
化

ホ
ー
ル
、
明
屋
書
店
、
薩󠄀󠄀
󠄀
󠄀
内
󠄀

観
光
物
産
協
会
、
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ

ト（
Ｌ
コ
ー
ド
８
４
１
０
９
）

薩󠄀󠄀
󠄀
󠄀
内
󠄀
󠄀
ま
󠄀
󠄀
󠄀
󠄀
󠄀
󠄀

総
務
課
事
業
係

（
42
）１
１
８
１

歴
史
講
座「
古
文
書
史
料
か 

ら
碇い

か
り

山や
ま

城
と
守
護
所
を
再
考

す
る
」【
要
申
込
】

６
月
11
日（
日
）13
時
30
分
～
15
時

󠄀
内
歴
史
資
料
館

󠄀
内
歴
史
資
料
館
学
芸
員
　
吉よ
し

本も
と

明あ
き

弘ひ
ろ

氏
南
北
朝
時
代
、
島し
ま

津づ

氏
の
本
拠
地

だ
っ
た
碇
山
城（
天
辰
町
）や
、
そ
の

周
辺
に
あ
っ
た
政
庁「
守
護
所
」に
つ

い
て
最
新
の
研
究
を
交
え
て
の
紹
介

ど
な
た
で
も
可

先
着
40
人

２
０
０
円

５
月
20
日（
土
）～
６
月
11
日（
日
）

直
接
、
電
話

󠄀
内
歴
史
資
料
館

（
20
）２
３
４
４

募
集

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　

入
会
者

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
企

業
・
家
庭
・
官
󠄀
庁
な
ど
か
ら
仕
事

を
受
注
し
、
会
員
で
あ
る
高
齢
者
に

提
供
す
る
こ
と
で
、
地
域
󠄀
会
へ
の

貢
献
お
よ
び
高
齢
者
の
󠄀
会
参
加
に

よ
る
生
き
が
い
の
充
実
、
ひ
い
て
は

生
涯
現
役
󠄀
会
の
実
現
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

本
󠄀
の
󠄀
󠄀
で
、
原
則
60
歳
以
上

の
健
康
で
働
󠄀
意
欲
が
あ
󠄀
、
セ
ン

タ
ー
の
主
旨
に
賛
同
す
る
方

※ 

入
会
希
望
の
方
は
、
入
会
説
明
会

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

に
ご

連
絡
󠄀
だ
さ
い
。

▼
󠄀
内
・
樋
脇
・
東
郷
地
域

　
　
　
（
20
）５
８
１
９

　
　
▼
入
来
・
祁
答
院
地
域

　
　
　
（
44
）３
７
８
０

　
　
▼
甑
島
区
域

　
　
　

０
９
９
６
９（
２
）１
１

　
　
　
　 

８
５

介
護
職
員
初
任
者
研
修

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以

上
）受
講
者

６
月
13
日（
火
）～
８
月
25
日（
金
）

高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅
風ふ

音お
ん

交
流
セ
ン
タ
ー

介
護
の
仕
事
に
興
味
が
あ
る
方
や

こ
れ
か
ら
介
護
現
場
で
働
き
た
い
方

ま
た
は
無
資
格
で
、
既
に
介
護
現
場

で
働
い
て
い
る
方
な
ど

※
経
験
・
未
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。

20
人

※
応
募
多
数
の
場
合
、
書
類
選
考

１
万
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

５
月
26
日（
金
）必
着

本
庁
２
階
高
齢
・
介
護
福
祉
課
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
に
備
え
付
け
の

チ
ラ
シ
ま
た
は
󠄀
比
野
福
祉
会

上

に
掲
載
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
明

記
の
上
、
フ
ァ
ク
ス

養
護
老
人
ホ
ー
ム
和わ

光こ
う

園え
ん

（
22
）２
７
６
３

（
25
）４
１
５
１

薩
摩
川
内
市
創
業
ス
ク
ー
ル

受
講
生

６
月
18
日
～
７
月
16
日
の
各
日
曜

日（
全
５
回
）９
時
～
16
時

※
初
日
、
最
終
日
に
交
流
会
あ
󠄀

󠄀
内
商
工
会
議
所

経
営
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
会
計
、

財
務
、
人
材
育
成
、
資
金
調
達
な
ど

を
通
し
た
創
業
時
に
必
要
な
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
の
作
成
支
援

創
業
に
関
心
の
あ
る
方
、
創
業
か

ら
５
年
未
満
の
方

先
着
30
人

▼
󠄀
内
居
住
者
＝
１
万
５
０
０
０

　
　
円

　
▼
󠄀
外
居
住
者
＝
２
万
円

住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
、
性
別
、

年
齢
を
明
記
の
上
、
直
接
、
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
電
話
、

上
の
申
込

フ
ォ
ー
ム

󠄀
内
商
工
会
議
所

（
22
）２
２
６
７

（
22
）２
２
６
９

イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
中
止
や
延
期

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
・
相
談
な
ど
の

最
新
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
！

情
報
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト

募
集

▲市比野福
祉会

▲商工会議
　所
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場
で
す
。

家
族
の
介
護
を
し
て
い
る
方

※
参
加
無
料

本
庁
高
齢
・
介
護
福
祉
課
包
括
支

援
Ｇ（

２
６
７
６
、
２
６
７
７
）

特
設
人
権
相
談
所
開
設

６
月
１
日（
木
）10
時
～
15
時

Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い
、
樋
脇
保

健
セ
ン
タ
ー
、
入
来
支
所
、
東
郷
支

所
、
祁
答
院
保
健
セ
ン
タ
ー
、
里
公

民
館
、
鹿
島
公
民
館

鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支
局
と

川
内
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
に
よ
る
、

特
設
人
権
相
談
所
の
開
設

※ 

相
談
無
料
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。

▼
鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支
局

　
　
（
22
）２
３
０
０

　
▼ 

本
庁
市
民
課
企
画
総
務
Ｇ（

　
　
２
５
６
３
）

お
知
ら
せ

河
川
愛
護
月
間

　
５
月
21
日（
日
）～
６
月
20
日（
火
）

は「
河
川
愛
護
月
間
」で
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
に

河
川
愛
護
意
識
の
普
及
・
啓
発
を
行

い
、
河
川
美
化
の
気
運
を
高
め
て
い

た
だ
く
も
の
で
す
。

　
ま
た
同
時
に
、
皆
さ
ま
の
自
主
的

な
河
川
愛
護
作
業
の
実
施
な
ど
、
河

川
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得

な
が
ら
、良
好
な
河
川
環
境
の
保
全
・

創
出
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
可
能
な
範
囲
で
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

本
庁
道
路
河
川
課
建
設
管
理
Ｇ

（

３
３
２
３
）、
各
支
所
、
甑
島
振

興
局

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
の
令
和
５
年
春
開
始
接

種
に
つ
い
て

初
回
接
種（
１
・
２
回
目
接
種
）を

完
了
し
た
高
齢
者（
65
歳
以
上
）、
基

礎
疾
患
を
有
す
る
者（
５
歳
以
上
）、

医
療
従
事
者
な
ど

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
た
は
川

内
保
健
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の
申

請
書
に
必
要
事
項
を
明
記
の
上
、
直

接
、
送
付
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル

※ 

接
種
券
は
順
次
対
象
者
の
方
に
発

送
し
ま
す
が
、
基
礎
疾
患
を
有
す

る
方
に
つ
い
て
は
、
申
請
が
必
要

で
す
。

市
民
健
康
課
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム（
川
内
保
健
セ
ン

タ
ー
内
）

（
22
）８
８
１
１

（
23
）５
０
５
１

慰
霊
巡
拝

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
戦
没
者
の
遺

族
を
対
象
に
、
次
の
対
象
地
域
の
慰

霊
巡
拝
を
行
い
ま
す
。

イ
ル
ク
ー
ツ
ク
州
・
ブ
リ
ヤ
ー
ト

共
和
国
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
・
ユ

ダ
ヤ
自
治
州
、
北
ボ
ル
ネ
オ
、
ビ
ス

マ
ー
ク
諸
島
、
イ
ン
ド
、
硫
黄
島
、

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、

フ
ィ
リ
ピ
ン

※ 

詳
し
く
は
、

に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

本
庁
社
会
福
祉
課
企
画
総
務
Ｇ

（

２
１
７
３
）

春し
ゅ
ん

秋じ
ゅ
う

叙じ
ょ

勲く
ん

の
候
補
者
を
　

推
薦
で
き
ま
す

　
叙
勲
と
は
、
国
や
公
共
事
業
に
対

し
て
大
き
な
功
績
を
挙
げ
た
方
々
を

表
彰
す
る
国
の
制
度
で
す
。

　
内
閣
府
で
は
、
一
般
の
方
か
ら
の

春
秋
叙
勲
の
候
補
者
の
推
薦
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

長
年（
お
お
む
ね
20
年
以
上
）地
域

で
幅
広
く
公
共
の
た
め
に
活
躍
し
た

70
歳
以
上
の
方
な
ど

※ 

自
分
自
身
や
二
親
等
内
の
親
族
関

係
に
あ
る
方
の
推
薦
は
不
可

推
薦
書（
指
定
様
式
）に
必
要
事
項

を
明
記
の
上
、
送
付 （
常
時
受
付
中
）

※ 

推
薦
者
１
人
、
賛
同
者
２
人
に
よ

り
推
薦（
と
も
に
20
歳
以
上
）

※ 

詳
し
く
は
、
内
閣
府

で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

〒
１
０
０-

８
９
１
４
内
閣
府
賞

勲
局
一
般
推
薦
担
当
　
東
京
都
千
代

田
区
永
田
町
１-

６-

１

０
３（
３
５
８
１
）２
８
６
８

 

自
衛
官
な
ど
の
募
集
事
務
に

関
す
る
対
象
者
情
報
の
提
供

に
つ
い
て

18
歳
に
な
る
人
の
氏
名
、
住
所
、

性
別
の
情
報
提
供

本
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
平
成
17

年
４
月
２
日
～
18
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
日
本
国
籍
を
持
つ
人

※ 

提
供
す
る
個
人
情
報
は
、
適
切
な

管
理
を
徹
底
し
、
募
集
対
象
者
の

確
認
の
み
に
使
用
し
ま
す
。

※ 

情
報
提
供
を
望
ま
な
い
人
に
つ
い

て
は
、
自
衛
隊
に
提
供
す
る
情
報

か
ら
除
外
し
ま
す
の
で
必
ず
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
本
人

確
認
書
類
の
写
し

６
月
20
日（
火
）必
着

市

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
た
は

本
庁
防
災
安
全
課
、
各
支
所
、
甑
島

振
興
局
、
各
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要

事
項
を
明
記
の
上
、
送
付
ま
た
は
市

上
の
申
込
フ
ォ
ー
ム

本
庁
防
災
安
全
課
防
災
安
全

Ｇ（

４
９
３
２
）

寄
附
・
寄
贈

　
寄
附
・
寄
贈
を
頂
き
ま
し
た
団
体

の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

■ 

サ
ン
ア
リ
ー
ナ
せ
ん
だ
い
へ
冷
水

機
寄
贈

・ 

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
　
　
　
　

鹿
児
島

－

川
内

■ 

複
式
学
級
へ
大
型
モ
ニ
タ
ー
購
入

資
金
の
寄
附

・
ア
カ
デ
ミ
ア
財
団

理
事
長
　
西に

し

中な
か

浩こ
う

二じ

■ 

市
内
の
小
学
校
へ
図
書
寄
贈

・
鹿
児
島
キ
ッ
ズ
マ
ネ
ー
ス
ク
ー
ル

　
ゆ
め
か
な
え
校

　
代
表
取
締
役
　
　
谷た

に

武た
け

雄お

■ 

樋
脇
小
学
校
へ
図
書
な
ど
の
教
育

活
動
に
必
要
な
も
の
を
購
入
す
る

資
金
の
寄
附

・
一
般
財
団
法
人
　
塔と

う

之の

原は
ら

振
興
会

景
観
審
議
会
委
員

本
市
の
景
観
形
成
に
関
す
る
重
要

事
項
な
ど
に
つ
い
て
の
審
議
を
す
る

委
員２

人

※ 

任
期
は
６
月
１
日
～
令
和
７
年
５

月
31
日
の
２
年
間

※
応
募
多
数
の
場
合
、
選
考

本
市
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学

し
て
い
る
方
で
、
景
観
に
対
し
て
関

心
が
あ
る
方

５
月
26
日（
金
）当
日
消
印
有
効

任
意
の
様
式
に
、
本
市
の
景
観
に

関
す
る
意
見
、
住
所
、
氏
名
、
連
絡

先
を
明
記
の
上
、
直
接
、
送
付
、
フ
ァ

ク
ス
、
メ
ー
ル

本
庁
都
市
整
備
課
都
市
計
画
・

景
観
Ｇ（

３
４
１
１
）

（
23
）８
３
８
９

toshikeikaku@
city.satsum

asendai.lg.jp

全
国
戦
没
者
追
悼
式

８
月
15
日（
火
）

日
本
武
道
館（
東
京
都
）

戦
没
者
・
一
般
戦
災
死
没
者
の
遺

族※
申
込
多
数
の
場
合
、
選
考

※
過
去
に
参
列
し
て
い
な
い
方
優
先

※ 「
次
世
代
へ
の
継
承
」と
い
う
観
点

で「
18
歳
未
満
の
遺
族
」も
募
集

参
列
決
定
後
お
知
ら
せ

５
月
31
日（
水
）ま
で

本
庁
２
階
社
会
福
祉
課
ま
た
は
各

支
所
、
甑
島
振
興
局
に
備
え
付
け
の

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
明
記
の
上
、

直
接

本
庁
社
会
福
祉
課
企
画
総
務

Ｇ（

２
１
７
３
）ま
た
は
各
支
所
、

甑
島
振
興
局

女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

セ
ミ
ナ
ー

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
学
び
、
多
様

な
意
見
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
目
指

し
、
自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
を

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
を
通
し
て
一

緒
に
学
ぶ
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

※ 

２
年
間
で
10
回
程
度
を
予
定

市
内
在
住
の
満
18
歳（
令
和
５
年

４
月
１
日
現
在
）以
上
の
女
性

６
カ
月
～
小
学
２
年
生（
無
料
）

５
月
31
日（
水
）ま
で

市

上
の
申
込
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は

電
話

本
庁
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
生
涯

学
習
・
ひ
と
み
ら
い
政
策
Ｇ（

４

７
４
１
）

（
20
）５
５
７
０

hitom
irai@

city.satsum
asendai.lg.jp

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開

発
校
の
委
託
訓
練
生

就
業
実
務
科（
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム

型
訓
練
４
カ
月
コ
ー
ス
）

８
月
１
日（
火
）～
11
月
29
日（
水
）

※ 

訓
練
期
間
中
は
、
訓
練
給
付
金
な

ど
が
支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

障
害
者
就
労
ア
カ
デ
ミ
ー（
鹿
児

島
市
新
屋
敷
町
）

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
・
接
遇
な
ど
の

習
得
、
職
場
実
習

障
害
の
あ
る
方
で
早
期
の
就
職
や

再
就
職
を
目
指
す
方

６
人

※
受
講
無
料

７
月
５
日（
水
）ま
で

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
た
は

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
に

備
え
付
け
の
願
書
な
ど
の
必
要
書
類

を
、

に
直
接

※ 
選
考
方
法
は
面
接
、
７
月
14
日

（
金
）、
障
害
者
就
労
ア
カ
デ
ミ
ー

※ 

デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
型
訓
練
と
は
、

施
設
内
訓
練
と
職
場
実
習
を
組
み

合
わ
せ
た
訓
練

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

（
入
来
町
浦
之
名
）

（
44
）２
２
０
６

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
川
内（
川
内
公

共
職
業
安
定
所
）

（
22
）８
６
０
９

市
営
住
宅
な
ど
の
入
居
者

（
変
更
に
な
る
場
合
あ
り
）

▼ 

川
内
地
域
＝
月
見
、
宮
下
市
営
、

百
次
、
高
来
、
高
江
、
戸
川

▼ 

樋
脇
地
域
＝
諏
訪
越
第
２
、
向
湯

第
１

▼ 

入
来
地
域
＝
芝
町
、
入
来
諏
訪
原
、

立
山
一
般

▼
東
郷
地
域
＝
フ
レ
グ
ラ
ン
ス
紅
梅

▼ 

祁
答
院
地
域
＝
藍
屋
、
会
田
、
砂

石
、
早
馬
一
般
、
会
田
一
般
、
会

田
特
公
賃
、
藺
牟
田
特
公
賃

▼
里
地
域
＝
東
笠
掛
２
号
一
般

▼
上
甑
地
域
＝
上
甑
宮
田
、
江
石

５
月
25
日（
木
）必
着

の
各
所
に
備
え
付
け
ま
た
は

市

上
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項

を
明
記
の
上
、
直
接
ま
た
は
送
付

５
月
29
日（
月
）10
時
～

の
各
所

※
す
ぐ
に
は
入
居
で
き
ま
せ
ん
。

※
応
募
多
数
の
場
合
、
抽
選

※ 

詳
し
く
は
募
集
案
内
を
参
照
く
だ

さ
い
。（
市

に
掲
載
お
よ
び

の

各
所
に
備
え
付
け
）

随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

る
住
宅
も
あ
り
ま
す
。

▼ 

川
内
地
域
＝
平
野
商
事
㈱
市
営
住

宅
管
理
事
務
所

　
（
25
）１
９
０
０

▼ 
東
部
区
域（
樋
脇
・
入
来
・
東
郷
・

祁
答
院
地
域
）＝
㈱
橋
口
組
市
営

住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー

　
（
37
）２
５
３
３

▼ 

甑
島
区
域
＝
㈱
水
建
シ
ス
テ
ム
甑

島
地
域
市
営
住
宅
管
理
事
務
所

　

０
９
９
６
９（
３
）２
４
９
３

 

高
齢
者
ク
ラ
ブ
会
員

高
齢
者
ク
ラ
ブ
で
は
、
超
高
齢
化

が
進
行
す
る
中
、
支
援
を
必
要
と
す

る
高
齢
者
同
士
の
つ
な
が
り
を
重
視

し
た
地
域
の
支
え
合
い
活
動（
健
康

づ
く
り
や
友
愛
活
動
）を
行
い
、
地

域
の
担
い
手
と
し
て
介
護
予
防
事
業

や
地
域
支
援
事
業
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
ま
す
。

※ 

お
お
む
ね
60
歳
か
ら
加
入
で
き
ま

す
。（
60
歳
未
満
の
方
も
加
入
可
）

市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
22
）２
７
３
１

相
談

家
族
介
護
者
の
会
　
　
　

「
よ
い
や
ん
せ
」

毎
月
第
２
木
曜
日
10
時
～
12
時

※
途
中
の
入
退
出
は
自
由
で
す
。

総
合
福
祉
会
館（
永
利
町
）

家
族
の
介
護
を
し
て
い
る
方
同

士
が
語
り
合
い
、
介
護
の
情
報
交
換
、

日
頃
の
思
い
や
悩
み
を
気
軽
に
話
す

▲市

▲内閣府

▲市 ▲市

▲市

お
知
ら
せ

相
談

202023.5.10 広報21 Satsumasendai city Public Relations, 2023.5.10



川
内
地
域

（
氏
　名
）

𫝆𫝆
𫝆
　
　
久
美
子

大
坪
　
　
日
出
子

新
枦
　
　
テ
ル
子

坂
本
　
　
ト
ヨ
子

柏
木
　
　
伸
一

原
　
　
　
チ
ヨ
子

濵
田
　
　
健
一
郎

石
塚
　
　
凜

皆
吉
　
　
博
二

鶴
田
　
　
敏
子

中
野
　
　
智
弘

前
園
　
　
猛

松
元
　
　
節

川
内
地
域

（
出
生
児
）

藤
井
　
　
翼つ

ば
さ

新
原
　
　
吏り

愛あ

叶な

濵
田
　
　
結ゆ

羽わ

福
𫝆
　
　
蒼そ

う

介す
け

本
島
　
　
心こ

春は
る

幸
　
　
　
咲し

ょ
う

凛り

小
野
　
　
暖は

る

季き

栫
　
　
　
咲さ

く

良ら

平
野
　
　
香か

依え

田
中
　
　
颯は

や

斗と

東
　
　
　
心こ

こ

咲み

楠
本
　
　
紗さ

那な

楠
本
　
　
緋ひ

那な

野
﨑
　
　
萌め

愛い

塩
屋
　
　
斗と

碧あ

小
川
　
　
乃の

蒼あ

白
石
　
　
依え

万ま

樋
脇
地
域

福
山
　
　
祥し

ょ
う

平へ
い

東
郷
地
域

川
添
　
　
恵え

茉ま

祁
答
院
地
域

千

　
　
湊み

な
と



音

上
甑
地
域

池
脇
　
　
蒼そ

う

真ま

神
山
　
　
賀か

帆ほ

大
原
　
　
絢あ

や

音ね

古
賀
　
　
楓ふ

う

佳か

神
吉
　
　
彩あ

や

花か

河
野
　
　
椿つ

ば

樹き

徳
永
　
　
大や

ま

和と

在
田
　
　
菜な

穂ほ

井
上
　
　
咲さ

華な

吉
𫝆
　
　
旭あ

さ

珠ひ

古
里
　
　
奏そ

和な

坂
元
　
　
悠は

る

燈ひ

炭
床
　
　
燈あ

か
り

田
島
　
　
有ゆ

う

橋
野
　
　
詩う

た

濵
田
　
　
一ち

生ふ

悠ゆ

久
保
　
　
勇い

ぶ
き颯

奥
𫝆
　
　
昊こ

司お

猿
渡
　
　
茉ま

ひ
な陽

西
牟
田
　
愛え

茉ま

（
年
齢
）

【
78
】

【
79
】

【
100
】

【
85
】

【
74
】

【
93
】

【
90
】

【
6
】

【
83
】

【
90
】

【
86
】

【
92
】

【
92
】

西
向
田

東
開
聞

西
開
聞

西
開
聞

川
永
野

矢
倉

中
福
良

隈
之
城

平
佐

平
佐

平
佐

平
佐

中
𫝆

（
保
護
者
）

【
佑
輔
】

【
辰
典
】

【
琢
寛
】

【
啓
文
】

【
光
】

【
玲
司
】

【
大
樹
】

【
浩
司
】

【
亨
】

【
僚
】

【
修
平
】

【
真
理
子
】

【
真
理
子
】

東
向
田

若
松

宮
里

宮
崎

勝
目

都青
山

青
山

中
福
良

平
佐

平
佐

平
佐

平
佐

【
了
】

【
真
由
美
】

【
裕
志
】

【
裕
平
】

【
美
奈
】

【
孝
明
】

【
恭
太
】

【
龍
磨
】

【
健
太
】

永
利

永
利

西
方

中
郷
四
丁
目

塔
之
原

斧
渕

上
手

平
良

小
島

【
裕
輝
】

【
嵩
章
】

【
要
介
】

【
正
樹
】

【
翔
太
】

【
浩
輝
】

【
颯
也
】

【
勇
輝
】

【
雄
佑
】

【
悠
季
】

【
侑
】

【
卓
弥
】

【
寿
代
】

【
佳
祐
】

【
愛
音
】

【
優
樹
】

【
大
樹
】

【
丈
一
郎
】

平
佐

平
佐

横
馬
場

白
和

天
辰

天
辰

大
小
路

宮
内

宮
内

五
代

五
代

中
郷

中
郷

田
崎

田
崎

田
崎

百
次

永
利

福
山
　
　
ツ
ル

窪
薗
　
　
文
子

外
園
　
　
昭
子

桑
原
　
　
ト
メ
子

土
橋
　
　
ト
ミ

南
　
　
　
ユ
キ

中
野
　
　
勉

小
松
　
　
勝

田
島
　
　
康
宏

江
畑
　
　
ノ
リ
子

宮
下
　
　
達
郎

新
田
　
　
義
之

宮
﨑
　
　

行

湯
田
　
　
広
樹

川
邉
　
　
直
司

内
田
　
　
春
野

束
野
　
　
栄
子

岩
元
　
　
岩
三

平
田
　
　
ヨ
シ
子

入
来
地
域

小
園
　
　
ヒ
サ

加
治
屋
　
ム
ツ
子

永
田
　
　
俊
治

上
園
　
　
り
さ

東
郷
地
域

市

　
　
清
孝

木
通
　
　
喜
津

田
中
　
　
弘
明

福
元
　
　
ヨ
シ
子

上
𫝆
　
　
喜
久
子

山
﨑
　
　
ミ
ツ
子

好
士
﨑
　
六
男

上
𫝆
　
　
ス
エ
子

甲
　
　
庄
七

内
野
　
　
豊

樋
脇
地
域

仙
名
　
　
礼
子

今
　
　
　
謙
一

吉
松
　
　
圭
一

笹
嶺
　
　
憲
明

金
貝
　
　
ト
シ
子

【
101
】

【
71
】

【
83
】

【
88
】

【
94
】

【
96
】

【
82
】

【
97
】

【
65
】

【
98
】

【
81
】

【
98
】

【
98
】

【
66
】

【
97
】

若
葉

大
小
路

大
小
路

御
陵
下

宮
内

五
代

上
川
内

水
引

水
引

湯
島

百
次

百
次

百
次

百
次

永
利

【
92
】

【
72
】

【
93
】

【
88
】

【
97
】

【
91
】

【
87
】

【
46
】

【
101
】

【
92
】

塔
之
原

塔
之
原

塔
之
原

塔
之
原

浦
之
名

浦
之
名

副
田

副
田

南
瀬

鳥
丸

【
75
】

【
91
】

【
80
】

【
94
】

【
75
】

【
79
】

【
100
】

【
90
】

【
86
】

【
84
】

【
83
】

【
71
】

【
92
】

永
利

永
利

永
利

高
江

高
城

陽
成

城
上

湯
田

市
比
野

市
比
野

市
比
野

倉
野

塔
之
原

薩
摩
川
内
市
神
田
町
３
番
22
号
　

　
　
　
　
　
　
　
薩
摩
川
内
市
秘
書
広
報
課
内

８ ９５　８　６ ５　０郵送の際は
63 円切手を
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切り取ってご利用ください。
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　秘書広報課では読者のひろばへのお便り、絵手紙、写
真などや、私のFood記などの読み物への情報提供を募集
しています。住所・氏名・年齢・連絡先・ペンネームを
明記の上、はがき・封書・メールで投稿ください。
※文章は、必要に応じて添削する場合があります。
投稿・問合先／本庁秘書広報課内読者のひろば係
koho@city.satsumasendai.lg.jp

　掲載された方には、竹紙100ノート
（Ａ５版）をプレゼントします。

読 者 の ひ ろ ば
お便り募集

令和５年
5月26日（金）消印有効

締 

切

▲�竹紙100ノート
　（中越パルプ工業㈱川内工場提供）

※�

う
ぶ
ご
え
と
お
く
や
み
は
、
本
庁
市
民
課
ま
た

は
各
支
所
、
甑
島
振
興
局
な
ど
に
届
け
出（
出

生
・
死
亡
）を
さ
れ
た
方
で
、
広
報
紙
へ
の
掲
載

に
同
意
さ
れ
た
方
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

献血にご協力ください
わたしの街から届ける力、あなたの気持ちで救える命
時／ 5月25日（木） 
９時30分～11時45分
13時00分～16時00分
所／向田公園
問合先／市民健康課予防G（川内保健センター内）
（22）8811

３
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

３
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

　新年度は、新しい出会いや別れがあったと思うつ
ん。そして、最近では、職場の同僚や友達とご飯を
食べに行ったり、遊びに行ったりする機会も増えて
きたつん。
　でも、楽しい時間は、あっという間に過ぎてしま
うからとても寂しいつん。
　そんな寂しい気持ちを、また会う日まで楽しみな
気持ちに変えてくれる魔法のせんで弁を紹介するつ
ん。
　「さようなら」を意味するせんで弁に、「ほいなー
な」や「ほんならな」があるつん。せっかく楽しかっ
たのに「さようなら」とお別れするのは、何か寂しく
感じてしまうつん。

　そんな時、「ほいなーな」とか「ほ
んならな」と言葉を交わすと、また
会うための魔法の言葉みたいに感
じるつん。言う時は、笑顔を添え
て言うと、きっと効果抜群だつん。
　今回のせんで弁はこの辺で。来
月まで、ほいなーな。

せんで弁講座
また会うための魔法の言葉？のせんで弁

�vol.62

※住民基本台帳人口

※（　　）は前月に対する増減数です。

市民の動き（4月1日現在）

市内交通事故の発生状況（累計）
（R5/1/1 ～ R5/4/10）

区　分 件　数
交通事故 61 件（前年比 ＋    1 件）
死　　者 0 件（前年比 －   1 件）
負 傷 者 68 件（前年比 ＋   5 件）

市内火災・救急・救助の発生状況（累計）
（R5/1/1 ～ R5/5/6）

区　分 件　数
火　災 12 件（前年比 －     5 件）
救　急 1,254 件（前年比 ＋ 101 件）
救　助 9 件（前年比 －     7 件）

※枯れ草などを焼却する時は、必ず消防署へ届け出ましょう。
　火の取り扱い・始末には十分注意してください。

税の納期（5月分）

※納期限内に納付することが困難な場合は、
　本庁収納課へ（内線 2450）

税　目 納期限
軽自動車税全期 5月31日（水）

■総人口 91,868人（－155人）
　男　性 44,618人（＋ 9人）
　女　性 47,250人（－164人）
■世帯数 46,333世帯（＋120世帯）

久
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読 者 の ひ ろ ば

小
２
の
孫
の
日
記
よ
り

　
小
学
２
年
生
の
孫
の
日
記
に

「
お
父
さ
ん
が
鹿
児
島
マ
ラ
ソ
ン
に
出
ま
し
た
。

ぼ
く
た
ち
は
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
点
と
ゴ
ー

ル
で
お
う
え
ん
し
ま
し
た
。
３
時
間
55
分
で

走
り
切
り
ま
し
た
。
お
わ
っ
て
か
ら
家
で
し

ば
ら
く
休
ん
で
の
ん
か
た
に
行
き
ま
し
た
」 

と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
家
の
事
が
丸
見
え
の
日
記
に
先
生
も
ク

ス
ッ
と
笑
わ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

  

新
田
神
社
の
ト
ト
ロ（
73
歳
）

ま
た
い
つ
か

　
広
報
薩
摩
川
内
３
月
10
日
号
の
キ
ジ
カ
ケ

ル「
広
報
紙
が
で
き
る
ま
で
」。
と
っ
て
も
学

び
に
な
り
ま
し
た
。
誌
と
紙
の
表
記
な
ど
気

に
し
た
こ
と
も
な
か
っ
た
な
あ
と
。
わ
が
子

が
一
度
、
広
報
薩
摩
川
内
で
特
集
を
し
て
い

た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
、
感
慨
深
く
拝
見
い

た
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
娘
た
ち
も
こ
の
た
び

大
学
で
の
学
び
を
生
か
し
、
鹿
児
島
で
演
奏

会
を
開
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
い
つ

か
記
事
に
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
頑
張
っ

て
く
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

も
も
ち
ゃ
ん（
47
歳
）

顔
認
証
っ
て
！

　
最
近
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
顔
認
証
を
設

定
し
ま
し
た
。
指
紋
は
、
職
業
柄
、
手
が
荒

れ
て
使
え
な
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
顔
認

証
が
合
致
す
る
と
き
と
し
な
い
と
き
が
あ
り

ま
す
。
ど
う
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。「
朝
の

顔
」は
特
に
合
い
ま
せ
ん
。
不
思
議
で
す
ね
。

困
っ
た
も
ん
で
す
よ
。
笑
え
ま
す
よ
ね
。
何

か
良
い
手
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。

山
ち
ゃ
ん（
59
歳
）

か
わ
い
い
誓
約
書

　
私
に
は
保
育
園
年
長
組
の
息
子
が
い
ま
す
。

先
日
、
先
生
の
机
の
紙
に
息
子
の
名
前
ら
し

き
文
字
が
見
え
た
の
で
見
て
み
る
と
、「
な

わ
と
び
ふ
り
ま
わ
し
ま
せ
ん
。
し
っ
ぽ
と
り

で
し
っ
ぽ
を
取
ら
れ
そ
う
に
な
っ
て
も
パ
ン

チ
し
ま
せ
ん
…
」と
誓
約
書
み
た
い
で
、
思

わ
ず
笑
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
息
子
は
活
発

で
と
っ
て
も
元
気
い
っ
ぱ
い
な
の
で
、
日
頃

か
ら
先
生
方
に
大
変
な
思
い
を
さ
せ
て
い
る

な
あ
と
少
し
反
省
し
ま
し
た
が
、
息
子
は
先

生
の
こ
と
が
大
好
き
な
よ
う
で
、
毎
日
保
育

園
で
の
出
来
事
を
楽
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ

ま
す
。
先
生
方
も
大
変
な
こ
と
の
方
が
多
い

で
し
ょ
う
が
、
そ
の
紙
を
見
て
本
当
に
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。ジ

ロ
ー
の
母（
39
歳
）

私
の
ジ
ャ
ン
プ
力
見
て
ー
！

み
ゅ
う
み
ゅ
う

投稿・問合先／本庁秘書広報課企画総務・広聴広報G（内線4122）
　　　　　　　　 koho@city.satsumasendai.lg.jp

掲載店募集中！！秘書広報課までご連絡ください。掲載店募集中！！秘書広報課までご連絡ください。

だいにんぐ月のうさぎ
住  神田町 6-31
営  昼（平日のみ）11:30 ～ 14:00 
　  （ラストオーダー 13:30）、
　   夜 18:00 ～ 23:00
　  （ラストオーダー 22:30）
休  日曜日
（25）3380

●薩摩川内
　市役所
●薩摩川内
　市役所

●川内商工会議所●川内商工会議所

宮崎銀行
●
宮崎銀行
●

3向田
公園
向田
公園

●●

北薩地域
振興局
北薩地域
振興局

九州電力●九州電力●

だいにんぐ
月のうさぎ

【締切】 5 月 26 日（金）消印有効【締切】 5 月 26 日（金）消印有効

　上記締切までにお便りを頂いた方の中から抽選で、
「だいにんぐ月のうさぎ｣のお食事券（1,000円）を５人
にプレゼント。
　昼は日替わりランチをメインに、とんかつ定食など
ボリュームたっぷりの各種定食でお腹いっぱいになる
こと間違いなし。１人でも気軽に食事ができるカウン
ター席もあります。夜は、黒豚しゃぶしゃぶなど各種
宴会コースの他、バラエティー豊富な単品メニューで
ご家族、ご友人とのひとときをお楽しみください。
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Ｐ２
Ｐ４
Ｐ５
Ｐ６
Ｐ７
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キジカケル突撃レポート！
人のとなりに
企業のチカラ
行こうよ！図書館へ
防災トピックス／かごしま国体通信
令和５年度当初予算の概要
あなたの血圧大丈夫！？―５月17日は高血圧の日―
人と地域とつながりをつくる社会教育
さつませんだい歴史文化遺産
みらいアドバイザー政策提言発表
まちの話題
薩摩川内市ＳＤＧｓチャレンジシンポジウム
情報掲示板
うぶごえ・おくやみ
読者のひろば

■発　行

薩摩川内市
〒895-8650　鹿児島県薩摩川内市神田町3-22
　　　　　　   0996（23）5111   0996（20）5570
　　　　　　   0996（22）8115 （直通） 
　　　　　　 ※音声案内後に内線番号を押してください。

閉庁日および時間外    0996（23）5115

■編　集

本庁未来政策部秘書広報課
koho@city.satsumasendai.lg.jp

■各支所など

樋脇支所　　〒895-1292　樋脇町塔之原1173
　　　　　　  0996（37）3111   0996（37）2252
入来支所　　〒895-1492　入来町浦之名33
　　　　　　  0996（44）3111   0996（44）3117
東郷支所　　〒895-1106　東郷町斧渕362
　　　　　　  0996（42）1111   0996（42）0767
祁答院支所　〒895-1595　祁答院町下手67
　　　　　　  0996（55）1111   0996（55）1021
甑島振興局　〒896-1201　上甑町中甑481-1
　　　　　　  09969（2）0001   09969（2）1490
　里市民サービスセンター　〒896-1192　里町里1922
　　　　　　  09969（3）2311   09969（3）2912
　鹿島市民サービスセンター　〒896-1392　鹿島町藺牟田1457-10
　　　　　　  09969（4）2211   09969（4）2672
下甑支所　　〒896-1696　下甑町手打819
　　　　　　  09969（7）0311   09969（7）0753
消防局　　　〒895-0072　中郷町5031-1
　　　　　　  0996（22）0119   0996（20）3430
水道局　　　〒895-0074　原田町22-10
　　　　　　  0996（20）8500   0996（20）8512

■
　

広報電話

0120（894）256
※ 夜間救急当番医や水道サービスセンターの情報

が電話で確認できます。

やくしょにコール

問合先／ 本庁未来政策部秘書広報課（内線 4122）

◀︎ Android 版 ◀︎ iOS 版

広報紙アプリ「マチイロ」

＜目　次＞

　スマートフォンやタブレットで「広報薩摩川内」や「薩摩川
内市議会だより」を読むことができます！ダウンロードして
ぜひご利用ください。

　今回の表紙は、３月31日（金）に鹿島港の最終寄港となったフェ
リーニューこしきが、島立ちをする子どもたちを乗せて出港する
様子です。
　「人のとなりに」で取材した中野さんは、「子どもたちが走り回っ
ていると地域が明るい」と話し、スポーツ少年団の指導やウミネ
コ留学生の里親として、多くの子どもたちの成長を見守り続けて
います。時代の変化や多様化する社会に合わせつつも、素直な心
や感謝する気持ちなどは、これまで通り変わらず大切にしている
そうです。
　フェリーが最後の出港となる一方で、地域で育ち、未来を担う
若者たちの夢を乗せた新たな旅立ちの日となりました。
　これからも育った地域とのつながりを大切にしながら、甑島の
海を優雅に飛ぶウミネコのように、世界や日本各地で大きく羽ば
たき活躍することを願っています。

◎今月の表紙

担当者の声

バタバタと年度末・年度初が過ぎ、この広報紙が出るこ

ろにはもう５月。新年度から新しい生活を始めた方も

多いかと思いますが、もう慣れたでしょうか？

　私はというと、１年ほど紙面作りから離れていましたが、

また記事を書くことになりました。早速、「キジカケル突撃

レポート！」で矢立農村公園「せせらぎの里」に行くキジカケ

ルに同行し、一緒に取材。聞けば聞くほどに魅力的で、自分

でも体験してみたくなり、次の休みにはいざニジマス釣り

へ！何十年ぶりの釣りざお。幼い頃の釣りといえば釣れれば

釣れるほど単純に喜べたのに、この歳になると釣り堀の中で

手応えを感じても「この子は私に食われてしまう。逃げて！」

と。それでも網で焼いているうちに見慣れた焼き魚の姿にな

ると食欲が湧いてきて…。桜の花びらが舞う中、おいしくい

ただきました。

　皆さまもぜひ遊びに行ってみてください！　　　   （伏貫）
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申込・問合先／広告代理店：㈱ジチタイアド　　092（716）1404 広告

国
産
竹
10%

の
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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た
く
さ
ん
の
あ
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が
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自
治
体
広
報
紙
配
信

ア
プ
リ「
マ
チ
イ
ロ
」

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

は
こ
ち
ら

友
だ
ち

募
集
中

薩摩川内店
〒895-0076 薩摩川内市大小路町3443

PCトラ
ブル！季

節の変わ
り目に御

用心！今
のうちに

相談！


